
漢
方

の
原
材
料
は
生
薬
で

(3) I胃笥躙9

超
高
齢
社
会

を
迎
え
た
わ

が
国

で
注
目

を
集

め
て
い
る

の
が
「
病
気」

で
は
な
く

「
ひ

と」
を
見
る
漠
方

の
カ

だ 。
高
齢
者
は
複
数

の
病
気

を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
多

く 、
「
病
気」
一こ

と
に
薬
が

出
た
ら
あ
っ

と
い
う
ま

に
10

種
類

を
超
え
て
し
ま
う 。
そ

れ
に
対
し
て
漢
方
薬
は
「
ひ

と」
に
対
し
て

出
さ
れ
る
の

で、
薬
剤
数
が
少
な
い 。

ほ
と
ん
ど
中
国
産

慶應義塾大学教授 渡辺賢治

2014年（平成26年）5月3'0日（金）

あ
る。
残
念
な

が
ら
そ

の
ほ

と
ん
ど

は
中
国
か
ら

の
輸
入

/ 

全 国

2040年に20~39歳女性が半分以下
になる自治体の比率が高い都道府県

．都道府県 比率（％）
1 秋田県 96.0 

2 青森県 87.5 

3 島根県 84.2. 
4 岩手県 81.8 

5 山形県 80.0 
6 北海道 78.2 
7 和歌山県 . 76.7 

8 徳島県 70.8 
， 鹿児島県 69.8 

10 鳥取県 68.4 

農， 業

同
分
科
会
で
は、
国
立
社
会

保
障・
人
口
問
題
研
究
所
（
社

人
研）
が
昨

年
発
表
し
た
人
口

推
計

を
基

に、
地
方
か
ら
大
都

市
へ

の
人
口
移
動
が
今
後
も
続

く
と
想
定
し
て 、
2
0
4
0

年

の
人
口

を
推
計
し
た 。
そ

の
中

で、
出
産

の
中
心
的
な

年
代

「
20
S

39
歳

の
女
性
人
口」

に

着
自。
こ
の
層
が
現
在

の
半
分

以
下

に
な

る
自
治
体
で
は、
出

生
率

を
い
く
ら
上
げ
て
も
人
口，

増
が
望

め
な
い
と
し
て
「
消
滅

可
能
性
都
市」
と
定
義
し
た 。

こ
れ

に
よ

る
と、
そ

の
数
は

8
9
6
自
治
体
と
全
自
治
体

の

約
半
数

に
上
る。
社
人
研
が
推

計
し
た
3
7
3
自
治
体
（
全
体

の
20
.
7
%)

か
ら
倍
以
上

の

同
分
科
会
で
は
「
ス
ト
ッ
プ

少
子
化・
地
方
元
気
戦
略」
を

合
わ
せ
て
公
表 。
一
刻
も
早
く

対
策
に
乗
り
出
す
こ
と
を
政
府

に
求

め
た 。

戦
略

で
は、
結
婚・
出
産・

に
頼
っ

て
い
る。
も

と
も

と

は
日

本
で
栽
培

で
き
て
い
た

が、
農
家

の
高
齢
化
と
人
件

費
の
差
か
ら
中
国
か
ら

の
輸

入
生
薬
が
増
え
た

の
だ 。

し
か
し
そ

の
後
中
国

は
経

済
発
展
に
伴
っ

て
人
件
費
が

上
昇
し、
中
国
か
ら

の
薬
草

の
輸
入
価
格
が
高
騰
し
て
い

※社人研の推計を基に人口移動が続いたとした場合の
推計（福島県はデータ不足のため、 推計から除いた）

要、す へ 半0/o60のは現標こ2．率lる子
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都道府県別の合計特殊出生率（2012年）の上位と下位 全：い

2.0 r 、 国環
・ 平境

均を
1.5 疇疇疇疇疇 ・ で作

1.0 

薬
木
と
動
物
生
薬
が
あ

る

が、
こ
こ
で
は
主

に
薬
草

に

つ
い
て
述
べ
る。
薬
草

を
栽

培
す
る
利
点
と
し
て 、
①
単

価
が
高

い、
②
大
規
模
農
業

で
な
く 、
棚
田

の
よ
う
な
所

で
も
栽
培
可
能 、
③
需
要
が

伸
び
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ

る。
そ

の一
方
で、
①
効

率

的
な
栽
培
法

に
つ
い
て
は
ま

だ
ま
だ
末
開
発
で
あ
り 、
農

林
水
産
省
が
予
算

を
つ
け
て

技
術
開
発

を
急
い

で
い
る、

②
根
部
が
薬
用
に
な

る
も

の

は
収
穫
ま

で
に
3
S
5

年
の

年
数
が
か
か

る、
③
後
継
者

が
い
な
く
な
り
栽
培
す
る
技

に
適
し
た

作
物
で
あ

る
こ
と

か
ら
土
地

の
再
生
と
し
て
も

薬
草

の
栽
培

に
は
大
い

に
期

待
が
持
て
る。

全
国
で
栽
培
可
能

る。
ま
た 、
中
国

で
栽
培
さ

れ
た
生
薬
に
つ
い
て
は
農
薬

や
重
金
属

の
問
題
が
常
に
つ

き
ま

と
い、

ト
レ
ー

サ
ビ
リ

テ
ィ
ー

の
明
ら
か
な
安
心
安

全
の
国
産
生
薬
が
求

め
ら
れ

て
い
る。

日
本
で
薬
草
栽
培
が
で
き

生
薬

の
原
料
に
は
薬
草
と

る
の
か 、

と
い
う
疑
問

を
持

た
れ
る
か
も
し
れ
な
い

が、

日
本
で
は
ほ

と
ん
ど

の
薬
草

薬

草

の

国

内

生

産

拡

大

に

期

待

開
に
長
く
高
低
差

の
あ

る

術
継
承
さ
れ
て
い
な
い 、
な

が
栽
培

で
き

る。
生
薬
か
ら

ど
問
顆
点
も
あ

る。

製
品

に
す
る
技
術
は
世
界

で

生
薬
は
超
轟
齢
社
会

を
迎

も
っ

と
も
優
れ
て
お
り 、
薬

え
た
わ

が
国

の
み
な
ら
ず 、

草
栽
培
が
盛
ん

に
な
れ
ば

こ

世
界
中

で
需
要
が
伸
び
て
い

の
国
全
体

の
6
次
産
業
化
が

る。
国
内

を
見
る
と
中
山
間

見
込

め、
メ
イ
ド

イ
ン
ジ
ャ

地
を
中
心

に
耕
作
放
棄
地

や
パ
ン

の
安
心
安
全

の
生
薬

を

棚
田

の
荒
廃
が
問
題
と
な
っ

世
界

に
届
け
ら
れ
る
も

の
と

て
い
る
が、
こ
う
し
た
土
地

期
待
さ
れ
る。

沌
縄

県

゜゜
宮
崎

県

島
根

県

鹿
児
島

県

長
崎

県

畠瓢［冒麟
全大晟埼 北
国阪・ 玉 海
平府悶県 道
均閾＇

京
都

府

東
京
都

た 。
こ
の
水
準
に
達
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば 、
総
人
口

が
9
5

新

． 

極
集
中
の
是
正

踏
み
込
む

聞

日
本
創
生
会
議
の
分
科
会
政
府
に
提
言

「
対
策、
ー立

結
果
に
な
っ

た 。
8
9
6
自
治

体
の
う
ち
人
口

が
1

万
人

を
下

回
る
の
は
5
2
3
自
治
体
（
全

自
治
体

の
29
.
1

%)
で、
こ

（第3種郵便物認可）

n
・

2040年

早
く」

人
口
減
少

止
ま
ら
ず

出
産
年
代
の
女
性

半
分
以
下

「
全
体

の
49
.
8
% 、
8
9
6

の
自
治
体
が
消
滅
す

る
可
能
性
が
あ

る」
|_
。

民
間

の
有
識
者
な
ど

で
つ

く
る「
日

本
創
成
会
議・
人
口
減
少
問
題
検
討
分
科
会」

（
座
長
11

増
田
寛
也
元
総
務
相）
が
8
日

に
公
表
し
た

独
自

の
人
口
推
計
が
大
き
な
波
紋

を
広
げ
て
い
る。
こ

れ
ま

で
の
推
計

を
は
る
か

に
超
え

る
厳
し
い
予
測
が
示

さ
れ 、
多
く

の
市
町
村
で
行
政
機
能

の
維
持
が
難
し
く

な
る
こ
と
が
示
さ
れ
た 。
同
分
科
会
で
は
「
国
民
は
こ

の
不
都

合
な
真
実
を
冷
静
に
認
識
す
べ
き
だ」
と
指
摘

す
る。

れ
ら

は
「

こ
の
ま
ま

で
は
消
滅

の
可
能
性
が
高
い」
と
し
た 。

都
道
府
瞑
別

に
見
る
と、
青

森 、
岩
手、
秋
田 、
山
形、
島

根
の

5
票

で
「
消
滅
可
能
性
都

市」
が
8
割

を
超え
る。
中

で

も
秋
田
票
は
瞑
外
か
ら
若
者
が

就
農
し
て
い
る
大
潟
村
以
外

の

全
自
治
体
が
「
消
滅
可
能
性
都

市」
と
判
定
さ
れ
た 。
5

割
以

上
で
は
24
道
県

が
含
ま
れ
る。

人
口

が
流
入
す
る
大
都
市
園

も
人
口
減
少
が
避
け
ら
れ
な
い

模
様
だ 。
特

に
東
京
都
は
合
計

特
殊
出
生
率
が

1
.

09
と
47
都

道
府
票

の
中

で
際
立
っ

て
低

、 ・
い 。
地
方
か
ら

の
流
入
が
続
く

40
年
ま

で
は
人
口
1

割
減

に
と

ど
ま

る
が、
こ
の
ま
ま

で
は
地

方
人
口
減
少
に
伴
い
い
ず
れ
本

格
的
な
衰
退
に
入
る
と
し
た 。

0
0
万
人
で
安
定
し、
高
齢
化

、

率
が
低
下
す
る
効
果
も
あ

る
と

い
う 。も

う―
つ

の
基
本
日

標
と
し

圏
過
去
醗
大
規
模（

て 、
東
京
へ

の一
橋
集
中

と
な

輸
入
決
め

る

っ
て
い
る
若
者

の
流
れ

に
歯
止

農
水
省
は
21
日 、

め
を
か
け

る
こ
と
を
提
案。
欧

模
と
な
る
バ
タ
ー[

米
の
地
域
分
散
構
造
に
比
べ
て

輸
入
を
決
め
た 。
』

も
特
異

で、
地
方

で
の
人
口
減
な
ど
で
離
農
す
盃

少
の
最
大
要
因
だ
と
指
摘
し

作
年
の
猛
暑
の
影i

生
産
畢
の
減
少
が一

に
ク
リ
ス
マ
ス
ケ‘

た 。
こ

の
流
れ
を
変
え
る
た
め

タ
ー

の
需
要
が
嵩

に、
若
者

に
魅
力
あ

る
「
地
域

ら ‘
追
加
輸
入
の
宇

拠
点
都
市」

を
創
出
し、

こ
こ

を
中
核
に
地
方

の
社
会
経
済
構

杢
大
雪
の
農
林
水一

造
を
再
構
築
し
な
く
て

は
な
ら

2
番
目
の
規
模

な
い

と
続
け
た 。
、
．

農
水
省

は
19
日 、

農
山
漁
村
へ
も
都
市
住
民

や
に
よ
る
農
林
水
産一

若
者

に
と

っ
て
魅
力
あ

る
町つ

1
6
5
3
億
7

千一

く
り

を
求

め
て
い
る。
景
観

を

る
見
適
し
を
公
表

掴
ね
な
い
よ
う
農
林
地

の
保
全
ど
を
2
月
中
旬
の一

な
ど
秩
序
あ
る
土
地
利
用

を
確

方
で
の
豪
雪
が
占i

る
被
害
で

は
1
9(

過
去
2

番
目
の
墨

保
し
な

が
ら 、
集
落
維
持
に
必

農
作
物
が
1
5
R

要
な
施
設
や
機
能

を
集
約
す
べ

円、
農
地・
農
業[

き
と
し
た 。
山
間
部

の
放
薦
さ

れ
た
農
地

に
つ
い
て
は、
森
林

3
徳
3
千
万 、
林一

化
す
る
こ

と
で
林
業
へ

の
活
用

万
円、
水
産
が
14
i

を
勧

め
て
い

る。
地
方
再
興

の

ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ―

欄
に
は、
農
林
水
産
業

の
再
生

万
5
4
0
6

件
で

も
提
言 。
地
域
産
業

の
柱

の一

模 °
農
作
物
撰
傷が

つ
に
位
置
づ
け 、
立
て
四
し

を

畜
舎

綱
壊
が
1

万
l

図
る
よ
う
要
求
し
た 。

・
家
畜
斃
死
が
58
古

政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議

頭 、
生
乳
廃
棄
が

r

の
有
識
者
会
議
「
選
択
す
る
末

農
地
19
か
所 、
農

所
が
掴
壊 。

杢
保
護
政
策
か
ら｛

来
委
貴
会」
は
13
日 、
人
口
急

正
鳥
獣
保
護
法が

減・
超
高
齢
社
会
対
策

の
中
間

こ
れ
ま

で
の一

整
理

を
発
表
し
た 。
人
口
減
少

は
財
政
破
綻

や
国
際
的
地
位

の

ら
管
理
へ

と
な

低
下

を
引
き
起
こ
す
と
し
て 、

改
正
鳥
獣
保
護一

50
年
後
に
人
口
1

億
人
維
持

を

成
立 。
国

が
主

目
指
す
べ
き

と
い
う
臭
体
的
な

に
乗
り
出
し、

自
標
を
初

め
て
打
ち
出
し
た 。

緩
和 。
捕
獲

をi

2
0
4
0

年
ま

で
は、
あ

と
26

事
業
者

の
認
定

年。
早
急
な
対
策
が
必
要
だ 。

も
盛
り
込
ん
だ 一

5
月
14
日
規
制
改
革
会
議

の
農
業
ワ

ー
キ
ン
グ・
グ
ル
ー

プ
に
よ

る
提
言
が

公
表
さ
れ
た 。
「

こ
れ
ま

で
議
論
さ
れ

る
こ
と
の
な
か
っ

た」
テ
ー

マ
が
俎

上
に
上
っ

て
き
た
こ
と
に
農
水
省
関

係
者

で
さ
え
困
惑

を
隠
そ
う

と
し
な

‘

°

 

じ
＞

、
先
週
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
は
環
太
平
洋

連
携
協
定
(
T
P
P)
閣
僚
協
議
が
行

わ
れ
て
い
た

が、
そ

の
激
励
に
訪
れ
て

い
た
与
党
議
貴

の
間

で
は
そ
れ
ら
提
言

に
ど

の
よ
う

に
対
処
す
る
か 、
話
し

合

う
機
会
が
持
た
れ
た
と
も
伝
わ
る。

昨
秋
農
政
転
換

の
議
論

が
始
ま
り
だ

す
と、
こ
れ
ま

で
と
は
か
な
り
異
な

る

や
り
方
で
次
か
ら
次
へ
と
タ
マ
が
投
げ

つ
け
ら
れ
て
き
た 。
そ
れ
ら

に
つ
い
て

「
政
治

の
中
枢

に
い
る
人
た
ち
が

こ
れ

ま
で
の
農
政
と
は
縁

を
切
ろ
う

と
強
く

意
識
し
て
い
る」
と
し、
ま
た
蜜
JJ
閲

政箱全議の傍ろではヤらく強いh

i

森�
一

こ
れ
ま
で 門

.— 
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